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本日の例会 （１２月９日 第２４回） 移動例会                   担当：健康委員会 

～駒そば亭～ 

千歳ロータリークラブ会報 
２０１０年１２月９日 

第２１号 （通算２０３３号） 

佐々木会長テーマ 

“心ひとつに” 

会 長 佐々木 金治郎   副会長 大西 信也   幹 事 佐藤 晴一 

会長エレクト 今村 靜男   会 計 酒井 宏  

第2510地区ガバナー 佐々木 正丞 第７グループ・ガバナー補佐 古川 大之  

～ １２月はロータリー家族月間 ～ 

２０１０年～２０１１年度 

第２３回（通算２１４２回）例会報告 
 

日時：２０１０年１２月２日１２：３０～１３：３０ 

場所：ＡＮＡクラウンプラザホテル千歳 

プログラム：会員卓話 

担当：職業奉仕委員会 

司会 ：ＳＡＡ・プログラム副委員長 宮本 伸司 

職業宣言文の朗読・四つのテスト 

いますので、会員の皆さまの温かいご協力をお願いし

たいと思います。 

幹事 佐藤 晴一 
 

 先日の瀧澤会員の商工会議所会頭就

任祝賀会に多くの皆さんに参加してい

ただき、ありがとうございました。ま

た、友好クラブである神戸南ロータ

リークラブからも祝電やお花をいただ

いておりました。その中に親善ゴルフ

コンペの写真が入っていましたので、

皆さんにお配りしています。 

 来週は、駒そば亭での移動例会となっております。

また、先日ご報告しました通り、今年のクリスマス家

族会につきましては、奥様はもちろん、お子様、お孫

様など多くの方に出席していただき、楽しいクリスマ

ス会になるように、親睦委員会で企画しています。ま

た、景品などのご協力をお願いしておりますが、引続

きよろしくお願いいたします。１２月１０日には、地

区の第７グループの会長幹事会が開催されるので、出

席してきます。内容につきましては、上半期の報告

と、多分、ＩＭの案内があると思います。ＩＭにつき

ましては、今のところでは来年の３月６日に長沼で行

われる予定となっています。 

 下山 徹哉 委員長 

 

 来年の新年交礼会のご案内を近いうちに行いたいと

思います。本日の理事会に提案いたしまして、招待客

などを絞り込んだ後にご案内をさせていただこうと思

います。日にちは１月６日、場所はリアンさんですの

で、皆さんの参加をお待ちしております。 

 

千歳ロータリークラブホームページ http://www.chitose-rc.jp 

会長 佐々木 金治郎 
 

 １１月３０日には、瀧澤会員の会頭

就任祝賀会を、福田会員が世話人代表

となりまして当ホテルにて盛大に行

い、たくさんの会員の方に出席してい

ただき、本当にありがとうございまし

た。本当に有意義な祝賀会になったと

思います。１２月１６日は恒例になっ

ておりますクリスマス家族会が行われ

ることになっています。どうか、会員の皆さんには、

奥様そしてご家族の皆さまをお誘いの上、クリスマス

家族会に出席していただき、楽しい年の暮の一夜を過

ごしていただきたいと思っています。 

 １２月は何かと忙しい月ではありますが、執行部と

して１２月の例会もしっかりとこなしていきたいと思

社会奉仕委員長  

     村上 倫行  

会長挨拶 

幹事報告 

委員会報告 

親睦活動委員会 
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ロータリー情報・定款細則委員会 福田 武男 
 

 今日は、ロータリー情報というこ

とで、四つのテストについてお話し

ようと思います。四つのテストです

が、本来は英語ですので、分からな

いことがあった時は原文の英語を

もって解釈しなさいということに

なっています。四つのテストは２４

個の単語で出来ており、手帳の裏に

も書いています。 

 その意味合いですが、アメリカの

ハーバート・テーラーというシカゴロータリークラブ

の会長をして、国際ロータリーの会長もされた方が

作ったものです。これは、クラブ・アルミニウム製品

会社という調理器具メーカーが世界大恐慌の時、１９

２９年に倒産寸前になり、ハーバート・テーラーが勤

めていた会社のカーカーという社長にこの会社を立て

直して欲しいとの依頼がありました。この時、テー

ラーはすごいスピード出世でその会社の副社長で、次

期社長という立場にあったのですが、３万３千ドルと

いう年俸を捨てて、自分の財産まで投入して、年俸２

千ドルでその会社に乗り込んで行って、いろいろな改

革を行ったのでした。１９３２年、アメリカで最大の

不況の年だったのですが、この時にこの四つのテスト

を作ったということです。その時に、会社を立て直す

ために作った会社の理念、全ての社員が誰でも簡単に

覚えられて、商いをする時にいつでもこの条件が満た

されるかを確認して、満たされていればやって良い

し、どれか一つでも欠けていればやってはいけない、

というものが四つのテストだったのです。それをみん

なに言って実行して、５年で４０万ドルの借金を返し

て、１５年、２０年でかなりの額を株主に配当できる

ようになったそうです。会社を倒産の危機から救った

のがこの言葉なのです。 

 本当にこの原文に書いてある通り実行すれば会社は

倒産しないのだと思います。どこかに緩みがあって、

妥協点があって、なかなかそうはいかないのですが、

ロータリーの基本はここにある、職業奉仕の原点はこ

こにあるのです。意味については、ここに書いてある

通りなのです。ロータリーアンとして重要なのは、や

はり原点は会社を幸せに、順調にやっていくための

キーワードだったというところです。日本の訳文だけ

見ると、なかなか見えてこないのですが、原文と照ら

し合わせてみると分かると思います。 

 

（ロータリー情報の詳細については、千歳ロータリー

クラブホームページに掲載しておりますので、ぜひご

覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

職業奉仕副委員長 敦賀 秀生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼尐・学生時代の思い出 

 私は昭和３１年７月８日に北海道赤平市という炭鉱

町で生まれました。当時は市内に１０ヶ所以上の鉱山

がありまして、人口も６万人くらいで、赤平が最も栄

えた時代でした。また、当時はお金持ちを「百万長

者」と言っていた時代で、百万円あれば家が一軒建て

られた時代でした。父親は現在８５歳、母親は８３歳

ですが、父親は炭鉱の鉱夫ではなくて病院の事務をし

ていました。穴に入らず事務をするということは、収

入は大分違って安い給料で生活をしており、８人兄弟

の長男ということで、祖父が倒れた後に兄弟の学費な

ども面倒を見ていました。母親は、心身障碍者の施設

で仕事をしていました。お金のないときは、市立病院

で血を買っていたので、両親が血を売ったお金でご飯

を食べていたという記憶がいまだにあります。 

 私の母の勤務の関係で、私自身も心身障碍者の施設

で一緒に寝泊りをして生活をしていました。初恋もそ

の当時で、年上の綺麗なお姉さんがいたのですが、小

学生の私が何を言っても返事をしてくれないのです。

子ども心に、自分は嫌われているのだと思っていたの

ですが、ある日ちょっと距離を置いてみていたとこ

ろ、そのお姉さんが誰かと話をしているのですが、

あー、うー、としか話が出来ない。聾唖の方だったと

いうのを遠目に見た時に、子ども心に神様はなんて残

酷、不公平なのだろとと思いました。 

 自分は絶対福祉の道へ進みたいということで、高校

を出て仙台の東北福祉大学に進学したのですが、子ど

ものころからやんちゃ過ぎたものですから、当時は空

手部に入っていたのですが、先輩の言うことを全然聞

かず、７ヶ月で叩き出されて退学になってしまいまし

た。その後、現在の札幌学院大学、当時の札幌商科大

学に入学して卒業しました。 

 

拓銀への入行、再就職、そして札幌信用金庫へ 

 昭和５５年に北海道拓殖銀行に入行し、初任地が網

走でした。折しも、拓銀が創立８０周年で、当時の人

事部長からは「お前たちはサービス採用だからな」と

いうことを言われました。その２００人のうちでも、

２人だけ１回は採用されていないのです。そして、そ

の２人に声がかかり、人事部長と面接し「拓銀に入っ

たら頑張れるか」と聞かれ、「頑張ります」と答えて

会員卓話「支店長の憂鬱」 ロータリー情報 
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採用された経緯があるのですが、そのうちの１人が私

でした。その時は、えらく悔しい思いをし、「今に見

ていろよ」との思いで、網走を振り出しに、函館、埻

玉、東京、千葉、そして最後は根室で拓銀破たんの発

表がありまして、それが平成９年の１１月１９日でし

た。そして、私は翌年の３月３１日で、２０年間勤め

た拓銀を退職しました。 

 そして、平成１０年４月１日から、北海道光生舎と

いう赤平にある心身障碍者の施設の母体となっている

会社に就職しました。そこの会長は、私の母親が勤め

ていた施設の理事長で、破たんの発表があった次の日

に直接私に電話をくれまして、「秀生君、私が拓銀に

指名して雇用したいという話をするから、うちに来な

さい」という話になったのです。破たんしてから、最

終的に整理がつくまで、拓銀行員に対する求人は約３

０００社くらいの求人があったのですが、破たんした

次の日にいの一番に電話をくれて「うちに来い」とい

うのに、あちこち回ってみてだめだったからお願いし

ますというのはないだろうと思い、次の日に「お世話

になります」ということで、再就職を決めた経緯があ

ります。その時に、管理課長という新しいポストを

作ってくれまして、そこでは、人事、経理、総務、営

業など、全部やらされました。そこでは、クリーニン

グの他に、マットなどのメンテナンスもやっていまし

て、代理店も持っていました。その代理店からのお金

の不払いがあったので、何とか回収しようということ

で、暗がりに車を止めて、牛乳とパンをかじりなが

ら、一晩張り込んで経営者をつかまえたという、金融

機関にいてはできないような経験もしました。 

 当時、直属の上司が、小樽のミツウマゴムの副社長

からヘッドハンティングされて来ていた方で、ある日

その上司から「２０年間いた金融機関の経験を生かせ

る仕事がいいのではないか」ということで札信の求人

広告が載った新聞を渡されたのですが、子どもの転校

なども考えると、もう金融機関は結構ですと断りまし

た。そして、ちょうど同じ日に家に帰ると、同じ新聞

の求人広告の切り抜きを妻から渡され、札幌信用金庫

で職員を募集しているから受けてみたらということで

した。１日に違う人間から同じことを２回言われた

ら、もう一度挑戦しようかなという気になり、応募し

ました。 

 当時は２００人くらいの応募者があったようなので

すが、最終面接で役員が集まっていて、真中に座って

いる一番偉そうな人から、「今回は、融資の開拓専門

の契約社員を採用したい」との説明があり、「それな

ら初めから新聞にも書いてくれよ」と思いました。し

かし、今さら契約社員と聞いても帰るわけにもいかな

かったのですが、条件は毎年最低、新規の融資を１０

億円以上実行して、それを３年間継続したら正職員に

なる途もあるかもしれないという厳しいものでした。 

 

病気の経験 

 その厳しい条件を何とかクリアして職員になったと

いう経緯があるのですが、勤務をしてちょうど１０カ

月後の９月の三連休のことでした。苫小牧で釣りをし

ていて、激しい腹痛を覚え家に帰ったのですが、翌日

になっても全然痛みが治まらないのでタクシーで病院

へ運ばれていったら、緊急手術ということになりまし

た。理由は全く分かりませんが、ばっさり切られまし

た。こちらは、請負で仕事をしていますので、入院を

していて実績が上がらないとクビになってしまいま

す。ちょうど、その時大きな案件がありまして、その

条件が合うか合わないかというところだったので、い

ろいろ体中にチューブが入っている状態で、女房に

言って建設会社の担当役員を呼んでもらい、「このよ

うな状況になってしまったが、条件の半分については

必ず自分の上司を説得するので、何とか検討してく

れ」と頼んだところ、「お前、馬鹿か。お前の言うこ

とは何でも聞くから、とにかく体を治せ」と言われま

した。その時は、まだ病名を知らなかったものですか

ら、「病気をして手術をしてラッキーだった」と思っ

ていたくらいでした。 

 それから、１週間後くらいに組織検査の結果が出ま

して、ステージ３の大腸がんということでした。いと

も簡単に告知をされました。分かりましたと言って、

病室に戻りベッドの上に座ったのですが、４２歳にな

る男の目からこんなに涙が出てくるのかと思うくら

い、涙が出てきました。それは今思うと、自分が死ぬ

かもしれないという怖さではありませんでした。当時

長男が小学校、娘が幼稚園、そして一番下の息子が乳

幼児ということで、この子どもを３人残して自分は死

んでしまうのか、つまり自分の死の恐怖ではなく、残

された子供たちがどのようにして生活していくのかと

いうことを考えて涙が出たのでした。それから４年間

くらいは、浸潤性といってがん組織が飛び散る性質の

がんだったものですから、いつ再発、転移するか分か

らない状態でした。ですから、その４年間くらいは、

加害者には申し訳ないが、交通事故で死んでしまい保

険金でも出れば、家族の生活費と子どもの学費くらい

出るのではないかと、ずっと考えて暮らしていまし

た。 

 しかし、人というのは結構強くて、４年間も死にた

い、死にたいと思っていると、そのうち慣れてくるの

です。死にたいと思っていたのが、どうせ死ぬ時は死

ぬのだからという居直りの気持ちになるまで４年間の

月日がかかったのですが、そうなってみると自分の心

の中に大きな変化がありました。退院した後、１週間

くらい経って、家内とスーパーに言った時のことで

す。普通はお父さんたちはいない時間なのですが、そ

ういう時に奥さん方と一緒に買い物をしている男性を

見ると、「ちょっとまてよ、あの人も大きな病気をし

たのか、それとも会社が倒産してリストラにあったの

か、それとも会社の経営が困難になって困っているの

でないか」と勝手な思い込みなのですが、自分の思い

込みの中で、他の方が人生で抱えている悲しみの様な

ものが、すっと自分の胸の中に入ってくるようになっ

たのです。例えば、融資の申し込みが来た時に、その

経営者の方の後ろにいる社員の方、そしてその家族の

方の顔まで見えてくるのです。見えてくるというの

か、それとも見ようとするようになったということで

しょうか。 

 手術をした状態の中で次の日に融資の話をしてい

て、「俺は何をしているのだろう、ここまでやるの

か」と思ったのですが、自分にとって仕事は何かとい

うことが、４２年間かけてようやく分かった瞬間でし

た。その時から、本当の意味での札幌信用金庫の職員
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としての生活が始まったように思います。拓銀の破た

ん、２回の転職、病気、一時的とはいえ死ぬことを望

みながら生活した中で、何とか生き返って、こうした

お話を皆さんに出来るようになるところまでようやく

きたのだと思っています。 

 

支店長の憂鬱 

 支店長の重要な仕事は２つあり、まずは当然「支店

の業績の伸展」です。もう１つは、私はこれさえでき

れば、業績の伸展は簡単にできると思っているのです

が、「人財の育成」です。人が材料と書く人材ではな

く、人が財産と書く人財を支店長としてどう実現して

いくのかということです。これは、私だけではなく、

各金融機関の支店長さんも同じ悩みを持っていると思

うのですが、やはりこの人財育成ということの難しさ

を感じています。これは、毎年入庫してくる若い方に

やる気が無い、才能が無いということでないのです。

それを指導していく資質を持った人間が、どんどん尐

なくなっていっているということです。このことは金

融機関の質の問題につながってきます。 

 人事研修をたまに見に行くのですが、うちの職員の

中である程度の立場にある人間が講師として話をする

のですが、全部テキストに書いていることなのです。

どこの誰かがこういう事をしました、どこの誰かがこ

ういう事を言っていました、ということばかりです。

自分がお客様と関わって、感動したり、涙したりして

培ったものが無いのです。また、様々な金融商品が出

てきており、資格試験を受けなくていはいけない。勉

強すること、自己啓発ということは、ものすごく大事

なことなのですが、若い職員がお客様のことを考える

前に、資格を取ってさえいれば営業の成績がよほど悪

くない限り昇給・昇格していくので、自分のことしか

考えないようになる訳です。そうなると、お客様の支

持が得られなくなってしまいます。お客様不在の金融

機関というのは、吸収される側、合併される側という

ことで消えてしまうのだと思います。 

 金融機関の人間というのは、仕事を通じてお客様と

出会い、先輩・上司よりもお客様を通じて育ててもら

うという機会が本来は多いのです。私は拓銀時代、上

司にこのように言われました。「勇気を持って一見

『無駄』に見えることに、誠意を持って取り組みなさ

い。そして、金融という仕事を通じてお客様の人生の

疑似体験をしなさい。絶えず、お客様の立場に立って

ものを考えること。お客様のお話を聞いて涙を流せる

男になれ。そうしたら、後から業績はついてくる」。

３０歳くらいの時にこのように言われ、いまだに自分

は一番大事なことだと思っています。それを、うちの

支店として実現したいと思っています。憂鬱の一番の

根本は何かというと、そのように自力で学んできたこ

とを、金融機関の体制の中でどうやって後輩に伝えて

いくかということなのです。金庫の宝として、財産と

してどうやって残していくかということを考えた時

に、いろいろな制約があり、憂鬱になってしまうので

す。 

 我々金融機関は、生産手段を持っておりません。ご

融資をするということで、お客様に信用を付与すると

いうことはあるのですが、実際に自分で形あることが

出来ないのです。ただ、１０人の企業経営者の方がい 本日のニコニコ集計 ４名 ５，０００円 

佐々木 金治郎 会長 

 １１月３０日、当クラブ瀧澤会員の商工会議所会頭

就任の祝賀パーティーが盛大に行われました。世話人

代表福田会員はじめ、世話人会員の皆様ご苦労さんで

した。 

 

大西 信也 副会長 

 三男が日本大学獣医学科に合格しました。三男も長

澤先生に取り上げていただき、お産も私が立ち会いま

した。 

 

末広 孝 会員 

 孫が今月１２月号の市民カレンダーの題字に採用さ

れました。名前は、村谷ひな子です。 

 

榊原 潤 会員 

 佐々木会長、「北海道産業貢献賞」受賞おめでとう

ございます。 

 

ニコニコＢＯＸ 

出席率 

今 回：７２．４％（１２月 ２日＝４２／５８、実数） 

確 定：６５．５％（１１月１８日＝３８／５８、 

               うちメーキャップ ０名） 

て、１０の事業計画があって、それが全部うまくいっ

たら、たった１人で１０通りの夢が見られるのです。

１０通りの喜びを味わえるのです。この分について

は、金融機関は素晴らしい仕事だと思っています。そ

れが故に、金融機関は体の中でいえば、血管だ、血液

だ、ということを言われます。だから、金融機関の人

間は、いろいろなことをもっともっと知っていなくて

はいけない。ただし、その知っておかなければいけな

い中身というのは、各業界の専門知識ということでは

ありません。お客様ですとか、企業経営者の方が毎日

の仕事をしながら、何を思っていて何を感じている

か、それをもっと分からなければいけない。そうでな

ければ、本当にお客様の期待に応えるということはで

きないということを日々感じている次第です。 

 特に信用金庫というのは、一般の銀行と比べると、

もっと身近にお客さんの顔を見ながら、同じ視線の高

さで一緒に共同作業をしていける金融機関です。同じ

位置に立ち、同じ目線で、同じ方向を見ていけるので

す。ただ、最近思うのは、金融機関があって、お客様

がいて、平行線ではまずいので、ちょっと角度をつけ

た上で同じ方向を見る、そうすると線と線がぶつかる

ところに点が出来るのですが、その点の中に金融機関

の我々がどういう理念を込めているか。ちょっと最近

の金融機関の目線の位置、立つ位置に、狂いが出てき

ているのではないかという気がしています。この難し

い時代を迎えた中で、金融機関としてもう一度勇気を

持って、自分の足元を見て、自分の立つ位置とどこに

視線を向けたら良いのかということを、考え直さなく

てはいけない時代に来ているのではないかと思いま

す。 


